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補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

議
案
審
議

問
　
町
が
子
育
て
世
代
に
お

金
を
使
お
う
と
考
え
る
な

ら
予
算
は
つ
く
。
な
ぜ
認

定
こ
ど
も
園
を
公
立
で
で

き
な
い
の
か
。

答
　
町
は
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。
限
ら

れ
た
税
金
を
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
に
使
っ
て
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
方
法

を
模
索
す
る
中
で
民
営
化

と
な
っ
た
。

問
　
町
に
私
立
と
同
じ
お
金

が
あ
っ
た
ら
。
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
。

答
　
効
率
や
効
果
等
を
考
え

な
い
の
で
あ
れ
ば
公
立
で

も
可
能
だ
と
思
う
。

任
期
は
６
月
５
日
か
ら
４
年
間
。

賛

　成

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　
町
全
体
で
幼
児
教
育
や
保

育
の
質
を
高
め
合
い
な
が
ら
、

保
護
者
が
希
望
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
が

町
の
少
子
化
対
策
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

賛

　成

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　
駅
の
近
く
に
民
営
の
特
色

あ
る
質
の
高
い
新
築
の
こ
ど

も
園
が
で
き
る
こ
と
は
、
子

育
て
世
代
の
移
住
者
の
増
加

な
ど
、財
政
面
以
外
の
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

賛

　成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　
保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ

と
、
子
育
て
環
境
の
改
善
は
、

保
育
に
苦
し
ん
で
い
る
保
護

者
に
と
っ
て
光
明
。
移
住
・

定
住
の
促
進
に
な
る
と
思
う
。

反

　対

【
吉
川
　
諭
議
員
】

　
待
機
児
童
対
策
や
園
児
の

環
境
改
善
、
施
設
の
老
朽
化

対
策
は
公
立
園
で
あ
っ
て
も

実
現
で
き
る
。
民
営
と
す
る

理
由
は
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
の

み
。
費
用
に
つ
い
て
町
の
説

明
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

反

　対

【
石
川
則
男
議
員
】

　
町
民
が
望
む
事
業
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
お
金
を
投
入
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
。
町
民

が
望
む
行
政
を
推
進
し
て
い

く
の
が
町
の
責
任
だ
と
思
う
。

誰
の
た
め
の
町
政
な
ん
だ
と
、

私
は
問
い
た
い
。

反

　対

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　
町
立
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
保
護
者
の
意
見
に
向
き

合
わ
ず
説
明
し
て
き
た
こ
と

は
遺
憾
。
民
間
の
良
さ
を
否

定
し
な
い
が
、
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
の

も
町
の
役
割
だ
と
思
う
。

反

　対

【
鈴
木
た
ま
よ
議
員
】

　
公
立
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、
幼

稚
園
事
業
は
こ
ん
な
に
お
金

が
か
か
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
公
平
な
判
断
材
料
が

な
い
限
り
、
正
し
い
議
論
は

で
き
な
い
の
で
は
と
思
う
。

反

　対

【
飯
田
修
司
議
員
】

　
民
営
化
あ
り
き
で
話
が
進

ん
で
い
た
。
今
、
日
本
全
国

で
保
育
園
の
空
き
が
出
て
き

て
い
る
。
今
少
し
辛
抱
す
れ

ば
世
の
中
が
変
わ
っ
て
く
る
。

も
っ
と
考
え
ろ
、
時
間
を
待

て
と
い
う
こ
と
。

反

　対

【
吉
川
重
雄
議
員
】

　
民
間
で
や
れ
ば
財
源
が
少

な
く
て
済
む
。
公
立
で
や
れ

ば
税
金
が
多
く
か
か
っ
て
し

ま
う
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
税
金
を
使
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
。
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委
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　脇わ

き

　國く
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補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

議
案
審
議

問
　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
が
待
機
児
童
の
解
消
に

な
る
と
考
え
た
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
な
ぜ
私
立

な
の
か
。

答
　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
幼

稚
園
規
模
の
適
正
化
、
施

設
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
総
合
的
に
判
断

し
た
。

問
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
開
設
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
、

施
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
認
定
こ
ど
も
園
は
新
設

ま
た
は
現
建
物
の
大
規
模

改
修
と
な
る
た
め
、
今
の

園
舎
を
使
う
か
、
も
し
く

は
仮
園
舎
を
使
い
な
が
ら
、

令
和
５
年
度
末
ま
で
運
営

し
て
い
く
。

問
　
公
立
園
を
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
一
定

数
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

こ
れ
ま
で
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
き
た
の
か
。

答
　
民
間
で
も
公
立
で
も
同

等
の
教
育
・
保
育
が
提
供

で
き
る
と
考
え
る
が
、
総

合
的
に
民
営
化
の
ほ
う
が

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断

し
た
。

問
　
預
か
り
保
育
の
日
数
を

増
や
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
そ
の
状
況
は
。
日
数
が

増
え
た
こ
と
で
就
労
で
き

た
と
い
う
声
は
あ
る
か
。

答
　
昨
年
４
月
の
状
況
と
比

べ
る
と
、
開
催
回
数
は
10

回
か
ら
18
回
へ
、
延
べ
利

用
者
数
は
61
名
か
ら
１
０

２
名
に
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
預
か
り
保
育
の
拡
充

に
よ
っ
て
就
労
で
き
た
と

い
う
声
は
直
接
届
い
て
な

い
が
、
就
労
に
結
び
つ
く

支
援
が
で
き
た
と
思
う
。

問
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
将
来
的
に
廃
止
さ

れ
た
場
合
、
公
立
と
私
立

の
保
育
料
の
差
が
出
て
く

る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ

た
場
合
を
町
は
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答
　
万
が
一
、
無
償
化
が
な

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
次

に
保
育
料
を
設
定
す
る
と

き
に
は
、
民
間
で
も
公
立

で
も
同
じ
保
育
料
を
設
定

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
公
立
園
と
私
立
園
で

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
違
い
は

あ
る
か
。

答
　
町
内
の
私
立
保
育
所
で

は
、
一
時
保
育
や
休
日
保

育
を
、
ま
た
私
立
幼
稚
園

で
は
園
バ
ス
や
給
食
、
早

朝
の
預
か
り
保
育
を
実
施

し
て
い
る
。
私
立
園
の
ほ

う
が
柔
軟
性
や
効
率
性
を

生
か
し
た
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
。

　６月定例会は６月２日から17日までの16日間の会期で開きました。
　本会議初日は、大磯町立の中学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例、監査委員の選任、補正予算
２件を原案どおり可決したほか、３件の報告がありました。
　また、陳情３件を審査し、それぞれ採択、趣旨採択、不採択と決しました。
　最終日には、意見書案１件を可決しました。
　一般質問は、11人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

６月定例会６月定例会

　
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
期
大
磯
町
子
ど
も
笑
顔
か
が
や

き
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
公
立

幼
稚
園
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
公
立
幼
稚
園
１
園
を
令
和
６
年
度
に

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と
を
計
画
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
待
機
児
童
の
解
消
、
施
設

の
老
朽
化
対
策
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
等
を
目
指
し
、
令
和
６

年
度
に
大
磯
町
立
大
磯
幼
稚
園
を
民
営
化
に
よ
り
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
大
磯
幼
稚
園
を
廃

止
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
大
磯
幼
稚
園
は
、
事
業
者
の
公
募
、
審
査
、
準
備
等
を
踏
ま

え
て
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
い
た
し
ま
す
。

これまでの経過（概略）これまでの経過（概略）

▶︎令和元年11月
　�令和元年度第２回子ども・子育て会議で、公立幼稚園の

あり方を含めた待機児童対策に対して委員と意見交換
▶︎同年12月
　�教育委員会定例会で、待機児童対策として、公立幼稚園

の１園を認定こども園へ移行する計画があることに言及
▶︎令和２年３月
　�「令和６年度 幼保連携型認定こども園 １園移行」を明記

した「第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン」を策定
▶︎令和３年３月
　�政策会議にて、「大磯幼稚園を民営化し、公私連携幼保

連携型認定こども園へ移行」と決定
・令和２年１月～継続中
　�ＰＴＡ及び保護者へ説明・意見交換（その間、こども園

化に対し意見書、陳情書提出）
・令和２年１月～令和４年５月
　福祉文教常任委員会協議会へ説明・質疑応答等

議 案
第20号

大
磯
町
立
の
中
学
校
等
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

主
な
質
疑
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第210号　2022/7

2

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

議
案
審
議

問
　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
が
待
機
児
童
の
解
消
に

な
る
と
考
え
た
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
な
ぜ
私
立

な
の
か
。

答
　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
幼

稚
園
規
模
の
適
正
化
、
施

設
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
総
合
的
に
判
断

し
た
。

問
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
開
設
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
、

施
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
認
定
こ
ど
も
園
は
新
設

ま
た
は
現
建
物
の
大
規
模

改
修
と
な
る
た
め
、
今
の

園
舎
を
使
う
か
、
も
し
く

は
仮
園
舎
を
使
い
な
が
ら
、

令
和
５
年
度
末
ま
で
運
営

し
て
い
く
。

問
　
公
立
園
を
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
一
定

数
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

こ
れ
ま
で
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
き
た
の
か
。

答
　
民
間
で
も
公
立
で
も
同

等
の
教
育
・
保
育
が
提
供

で
き
る
と
考
え
る
が
、
総

合
的
に
民
営
化
の
ほ
う
が

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断

し
た
。

問
　
預
か
り
保
育
の
日
数
を

増
や
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
そ
の
状
況
は
。
日
数
が

増
え
た
こ
と
で
就
労
で
き

た
と
い
う
声
は
あ
る
か
。

答
　
昨
年
４
月
の
状
況
と
比

べ
る
と
、
開
催
回
数
は
10

回
か
ら
18
回
へ
、
延
べ
利

用
者
数
は
61
名
か
ら
１
０

２
名
に
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
預
か
り
保
育
の
拡
充

に
よ
っ
て
就
労
で
き
た
と

い
う
声
は
直
接
届
い
て
な

い
が
、
就
労
に
結
び
つ
く

支
援
が
で
き
た
と
思
う
。

問
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
将
来
的
に
廃
止
さ

れ
た
場
合
、
公
立
と
私
立

の
保
育
料
の
差
が
出
て
く

る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ

た
場
合
を
町
は
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答
　
万
が
一
、
無
償
化
が
な

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
次

に
保
育
料
を
設
定
す
る
と

き
に
は
、
民
間
で
も
公
立

で
も
同
じ
保
育
料
を
設
定

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
公
立
園
と
私
立
園
で

サ
ー
ビ
ス
面
で
の
違
い
は

あ
る
か
。

答
　
町
内
の
私
立
保
育
所
で

は
、
一
時
保
育
や
休
日
保

育
を
、
ま
た
私
立
幼
稚
園

で
は
園
バ
ス
や
給
食
、
早

朝
の
預
か
り
保
育
を
実
施

し
て
い
る
。
私
立
園
の
ほ

う
が
柔
軟
性
や
効
率
性
を

生
か
し
た
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
。

　６月定例会は６月２日から17日までの16日間の会期で開きました。
　本会議初日は、大磯町立の中学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例、監査委員の選任、補正予算
２件を原案どおり可決したほか、３件の報告がありました。
　また、陳情３件を審査し、それぞれ採択、趣旨採択、不採択と決しました。
　最終日には、意見書案１件を可決しました。
　一般質問は、11人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

６月定例会６月定例会

　
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
「
第
２
期
大
磯
町
子
ど
も
笑
顔
か
が
や

き
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
公
立

幼
稚
園
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
公
立
幼
稚
園
１
園
を
令
和
６
年
度
に

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と
を
計
画
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
待
機
児
童
の
解
消
、
施
設

の
老
朽
化
対
策
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
等
を
目
指
し
、
令
和
６

年
度
に
大
磯
町
立
大
磯
幼
稚
園
を
民
営
化
に
よ
り
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
大
磯
幼
稚
園
を
廃

止
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
大
磯
幼
稚
園
は
、
事
業
者
の
公
募
、
審
査
、
準
備
等
を
踏
ま

え
て
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
い
た
し
ま
す
。

これまでの経過（概略）これまでの経過（概略）

▶︎令和元年11月
　�令和元年度第２回子ども・子育て会議で、公立幼稚園の

あり方を含めた待機児童対策に対して委員と意見交換
▶︎同年12月
　�教育委員会定例会で、待機児童対策として、公立幼稚園

の１園を認定こども園へ移行する計画があることに言及
▶︎令和２年３月
　�「令和６年度 幼保連携型認定こども園 １園移行」を明記

した「第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン」を策定
▶︎令和３年３月
　�政策会議にて、「大磯幼稚園を民営化し、公私連携幼保

連携型認定こども園へ移行」と決定
・令和２年１月～継続中
　�ＰＴＡ及び保護者へ説明・意見交換（その間、こども園

化に対し意見書、陳情書提出）
・令和２年１月～令和４年５月
　福祉文教常任委員会協議会へ説明・質疑応答等

議 案
第20号

大
磯
町
立
の
中
学
校
等
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

主
な
質
疑
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一
般
質
問

増

増

増

補
正
予
算

問
　
地
域
福
祉
支
援
事
業
の

消
耗
品
を
補
正
予
算
で
出

し
た
理
由
は
。

答
　
令
和
３
年
９
月
か
ら
こ

の
事
業
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
５
月
分
ま
で
は
用

意
が
で
き
て
い
る
が
、
今

後
10
カ
月
分
が
不
足
し
て

い
る
た
め
予
算
計
上
し
た
。

問
　
一
人
当
た
り
い
く
ら
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。

答
　
１
人
当
た
り
の
単
価
は
、

食
料
品
が
５
日
分
で
約
７

９
０
０
円
。
ま
た
、
生
活

生
理
用
品
等
は
１
世
帯
当

た
り
約
１
４
３
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
自
宅
療
養
者
が
増
え
て

い
る
か
ら
補
正
予
算
を
出

し
た
の
か
。

答
　
大
磯
町
の
自
宅
療
養
者

は
ま
だ
多
く
、
30
名
か
ら

50
名
い
る
。
生
活
物
資
の

支
援
が
必
要
な
方
の
た
め
、

今
回
補
正
予
算
を
提
出
し

た
。

問
　
自
宅
療
養
者
へ
の
生
活

支
援
の
内
容
は
。

答
　
２
２
０
世
帯
、
約
６
５

０
人
分
の
物
資
で
あ
り
、

お
お
む
ね
22
世
帯
10
カ
月

分
で
あ
る
。
食
料
品
に
つ

い
て
、
３
日
か
ら
５
日
分

に
量
を
増
や
し
た
。

問
　
公
共
施
設
の
予
約
シ
ス

テ
ム
追
加
施
設
は
。

答
　
図
書
館
、
武
道
館
、
大

磯
中
学
校
夜
間
照
明
施
設
、

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ば

る
、
ふ
れ
あ
い
会
館
、
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん

か
荘
、
子
育
て
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
め
ば
え
、
郷
土

答
　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修

で
は
預
金
口
座
等
の
登
録

内
容
に
つ
い
て
の
ひ
も
づ

け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
　
も
う
少
し
詳
し
く
。

答
　
償
還
払
い
や
高
額
介
護

の
費
用
の
返
戻
費
な
ど
を

支
払
う
時
に
ひ
も
づ
い
て

い
る
と
、
早
急
に
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
改
正
で
あ
る
。

問
　
共
同
シ
ス
テ
ム
負
担
金

は
特
定
個
人
情
報
の
関
係

と
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
扱
う
事
業
か
。

答
　
番
号
法
で
定
義
さ
れ
て

い
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
て
得
ら
れ

る
特
定
個
人
情
報
で
あ
る
。

問
　
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

情
報
が
個
人
情
報
番
号
と

ひ
も
づ
け
運
用
さ
れ
る
の

か
。

　
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
改
版
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
負
担
金
と
し
て
、
42
万
円
増
額
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
自
宅
療
養
者

支
援
物
資
の
購
入
費
と
し
て
、
５
４
５
万
円
増
額
す
る
。

　
町
内
の
公
共
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と
し
て
、

５
１
６
万
円
増
額
す
る
。

一般会計

一般会計

介護会計

地
域
福
祉
支
援
事
業

５
４
５
万
円

介
護
保
険
運
営
事
務
事
業

42
万
円

電
子
計
算
運
営
事
務
事
業５１

６
万
円

� ※金額は、１万円未満は四捨五入

歳　　　入
新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業費国庫補助金 ９,１６５万円

財政調整基金繰入金 ７,５８７万円
歳　　　出

新型コロナウイルスワクチン接種事
業（その２） １億６,８９１万円

大磯駅前広場整備事業 １億１,３８４万円
予防接種事業 ５３2万円
低所得子育て世帯生活支援特別給付
金給付事業 2,３４１万円

令和４年度 各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

一般会計 　１0３億３,７７１万円
(３億６,９５５万円を追加)

介護保険事業特別会計 ３１億４,５４2万円
(42万円を追加)

令和４年度 各会計補正予算

資
料
館
の
８
施
設
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

利
用
方
法
は
。

答
　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
24
時
間
３
６
５

日
、
予
約
が
で
き
る
。
ま

た
、
施
設
の
窓
口
で
も
予

約
が
で
き
る
。

第210号　2022/7

4

議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

問
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委

託
先
は
ど
こ
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答

　現
在
請
け
負
っ
て
い
る

事
業
者
に
随
意
契
約
で
依

頼
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

増 増

増

補
正
予
算

補正予算を可決
　一般会計予算は、歳入歳出予算の総額に３億6,954万7,000円を追加し、予算の総額は103億3,770万
7,000円に、介護保険事業特別会計予算は歳入歳出の総額に42万1,000円を追加し、予算の総額31億4,542
万1,000円とする補正予算が可決されました。
　審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

議 案
第22・23号

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
何
種
類
あ
る
の
か
。

答

　２
価
と
４
価
の
ワ
ク
チ

ン
２
種
類
が
予
防
接
種
と

し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

問
　
何
人
分
用
意
し
て
い
る

の
か
。

答

　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
17
歳
か
ら
25
歳
の
女
性

を
対
象
に
一
人
３
回
分
を

１
０
０
人
が
接
種
で
き
る

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨

し
な
か
っ
た
期
間
は
何
年

間
か
。

答
　
９
年
間
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
。

問
　
９
年
間
に
接
種
し
た
方

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答
　
こ
の
９
年
間
で
３
回
目

の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方

は
２
４
７
名
い
る
。

問
　
令
和
４
年
度
予
算
案
に

お
い
て
修
正
案
に
よ
り
削

除
さ
れ
た
が
、
今
回
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
。

答
　
大
磯
48
号
線
の
交
差
点

改
良
の
た
め
、
民
有
地
の

取
得
等
を
中
心
と
し
た
。

問
　
電
線
の
地
中
化
等
、
ど

の
よ
う
な
形
で
安
全
性
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
予

防
接
種
委
託
料（
個
別
接
種
）

に
４
６
３
２
万
円
、
業
務
委

託
料
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
等
）
に
９
７
１
２
万
円
、

共
同
シ
ス
テ
ム
負
担
金
に
９

９
０
万
円
を
増
額
す
る
。

高
め
る
の
か
。

答
　
電
線
の
地
中
化
や
バ
ス

停
の
上
屋
と
い
っ
た
景
観

や
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
事
業
費
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
改

め
て
町
民
の
意
向
確
認
を

し
た
上
で
実
施
の
可
否
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
接

種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て
い
た
期
間
に
、

公
費
で
の
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対
し
、
改
め
て
公
費
で

の
接
種
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
５
３
２
万
円
を
増
額
す
る
。

　
大
磯
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
係
る
消
耗
品
費
４
万
円
、 

設

計
委
託
料
１
千
万
円
、
土
地
購
入
費
２
０
１
０
万
円
、
補
償

費
８
３
７
０
万
円
を
増
額
す
る
。

一般会計 一般会計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
そ
の
２
）

１
億
６
８
９
１
万
円

一般会計

予
防
接
種
事
業

５
３
２
万
円

大
磯
駅
前
広
場
整
備
事
業

１
億
１
３
８
４
万
円

厚生労働省　子宮頸がんリーフレット



第210号　2022/7

5

議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

増

増

増

補
正
予
算

問
　
地
域
福
祉
支
援
事
業
の

消
耗
品
を
補
正
予
算
で
出

し
た
理
由
は
。

答
　
令
和
３
年
９
月
か
ら
こ

の
事
業
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
５
月
分
ま
で
は
用

意
が
で
き
て
い
る
が
、
今

後
10
カ
月
分
が
不
足
し
て

い
る
た
め
予
算
計
上
し
た
。

問
　
一
人
当
た
り
い
く
ら
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。

答
　
１
人
当
た
り
の
単
価
は
、

食
料
品
が
５
日
分
で
約
７

９
０
０
円
。
ま
た
、
生
活

生
理
用
品
等
は
１
世
帯
当

た
り
約
１
４
３
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
自
宅
療
養
者
が
増
え
て

い
る
か
ら
補
正
予
算
を
出

し
た
の
か
。

答
　
大
磯
町
の
自
宅
療
養
者

は
ま
だ
多
く
、
30
名
か
ら

50
名
い
る
。
生
活
物
資
の

支
援
が
必
要
な
方
の
た
め
、

今
回
補
正
予
算
を
提
出
し

た
。

問
　
自
宅
療
養
者
へ
の
生
活

支
援
の
内
容
は
。

答
　
２
２
０
世
帯
、
約
６
５

０
人
分
の
物
資
で
あ
り
、

お
お
む
ね
22
世
帯
10
カ
月

分
で
あ
る
。
食
料
品
に
つ

い
て
、
３
日
か
ら
５
日
分

に
量
を
増
や
し
た
。

問
　
公
共
施
設
の
予
約
シ
ス

テ
ム
追
加
施
設
は
。

答
　
図
書
館
、
武
道
館
、
大

磯
中
学
校
夜
間
照
明
施
設
、

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ば

る
、
ふ
れ
あ
い
会
館
、
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん

か
荘
、
子
育
て
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
め
ば
え
、
郷
土

答
　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修

で
は
預
金
口
座
等
の
登
録

内
容
に
つ
い
て
の
ひ
も
づ

け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
　
も
う
少
し
詳
し
く
。

答
　
償
還
払
い
や
高
額
介
護

の
費
用
の
返
戻
費
な
ど
を

支
払
う
時
に
ひ
も
づ
い
て

い
る
と
、
早
急
に
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
改
正
で
あ
る
。

問
　
共
同
シ
ス
テ
ム
負
担
金

は
特
定
個
人
情
報
の
関
係

と
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
扱
う
事
業
か
。

答
　
番
号
法
で
定
義
さ
れ
て

い
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
て
得
ら
れ

る
特
定
個
人
情
報
で
あ
る
。

問
　
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

情
報
が
個
人
情
報
番
号
と

ひ
も
づ
け
運
用
さ
れ
る
の

か
。

　
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ
ト
改
版
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
負
担
金
と
し
て
、
42
万
円
増
額
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
自
宅
療
養
者

支
援
物
資
の
購
入
費
と
し
て
、
５
４
５
万
円
増
額
す
る
。

　
町
内
の
公
共
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と
し
て
、

５
１
６
万
円
増
額
す
る
。

一般会計

一般会計

介護会計

地
域
福
祉
支
援
事
業

５
４
５
万
円

介
護
保
険
運
営
事
務
事
業

42
万
円

電
子
計
算
運
営
事
務
事
業５１

６
万
円

� ※金額は、１万円未満は四捨五入

歳　　　入
新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業費国庫補助金 ９,１６５万円

財政調整基金繰入金 ７,５８７万円
歳　　　出

新型コロナウイルスワクチン接種事
業（その２） １億６,８９１万円

大磯駅前広場整備事業 １億１,３８４万円
予防接種事業 ５３2万円
低所得子育て世帯生活支援特別給付
金給付事業 2,３４１万円

令和４年度 各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

一般会計 　１0３億３,７７１万円
(３億６,９５５万円を追加)

介護保険事業特別会計 ３１億４,５４2万円
(42万円を追加)

令和４年度 各会計補正予算

資
料
館
の
８
施
設
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

利
用
方
法
は
。

答
　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
24
時
間
３
６
５

日
、
予
約
が
で
き
る
。
ま

た
、
施
設
の
窓
口
で
も
予

約
が
で
き
る
。

第210号　2022/7

4

議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

問
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委

託
先
は
ど
こ
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答

　現
在
請
け
負
っ
て
い
る

事
業
者
に
随
意
契
約
で
依

頼
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

増 増

増

補
正
予
算

補正予算を可決
　一般会計予算は、歳入歳出予算の総額に３億6,954万7,000円を追加し、予算の総額は103億3,770万
7,000円に、介護保険事業特別会計予算は歳入歳出の総額に42万1,000円を追加し、予算の総額31億4,542
万1,000円とする補正予算が可決されました。
　審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

議 案
第22・23号

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
何
種
類
あ
る
の
か
。

答

　２
価
と
４
価
の
ワ
ク
チ

ン
２
種
類
が
予
防
接
種
と

し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

問
　
何
人
分
用
意
し
て
い
る

の
か
。

答

　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
17
歳
か
ら
25
歳
の
女
性

を
対
象
に
一
人
３
回
分
を

１
０
０
人
が
接
種
で
き
る

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨

し
な
か
っ
た
期
間
は
何
年

間
か
。

答
　
９
年
間
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
。

問
　
９
年
間
に
接
種
し
た
方

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答
　
こ
の
９
年
間
で
３
回
目

の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方

は
２
４
７
名
い
る
。

問
　
令
和
４
年
度
予
算
案
に

お
い
て
修
正
案
に
よ
り
削

除
さ
れ
た
が
、
今
回
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
。

答
　
大
磯
48
号
線
の
交
差
点

改
良
の
た
め
、
民
有
地
の

取
得
等
を
中
心
と
し
た
。

問
　
電
線
の
地
中
化
等
、
ど

の
よ
う
な
形
で
安
全
性
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
予

防
接
種
委
託
料（
個
別
接
種
）

に
４
６
３
２
万
円
、
業
務
委

託
料
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
等
）
に
９
７
１
２
万
円
、

共
同
シ
ス
テ
ム
負
担
金
に
９

９
０
万
円
を
増
額
す
る
。

高
め
る
の
か
。

答
　
電
線
の
地
中
化
や
バ
ス

停
の
上
屋
と
い
っ
た
景
観

や
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
事
業
費
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
改

め
て
町
民
の
意
向
確
認
を

し
た
上
で
実
施
の
可
否
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
接

種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て
い
た
期
間
に
、

公
費
で
の
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対
し
、
改
め
て
公
費
で

の
接
種
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
５
３
２
万
円
を
増
額
す
る
。

　
大
磯
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
係
る
消
耗
品
費
４
万
円
、 

設

計
委
託
料
１
千
万
円
、
土
地
購
入
費
２
０
１
０
万
円
、
補
償

費
８
３
７
０
万
円
を
増
額
す
る
。

一般会計 一般会計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
そ
の
２
）

１
億
６
８
９
１
万
円

一般会計

予
防
接
種
事
業

５
３
２
万
円

大
磯
駅
前
広
場
整
備
事
業

１
億
１
３
８
４
万
円

厚生労働省　子宮頸がんリーフレット
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議
案
審
議
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　告

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

補
正
予
算

一
般
質
問

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

清
田
　
文
雄

吉
川
　
重
雄

石
川
　
則
男

吉
川
　
　
諭

二
宮
加
寿
子

奥
津
　
勝
子

鈴
木
　
京
子

玉
虫
志
保
実

飯
田
　
修
司

髙
橋
　
英
俊

柴
崎
　
　
茂

鈴
木
た
ま
よ

渡
辺
　
順
子

竹
内
恵
美
子

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

20 大磯町立の中学校等の設置に関する条例の一部を
改正する条例 〇 ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 欠 ● 〇 ＊ 可決

２
・
３

21 監査委員の選任について 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ― 可決 ３
22 令和４年度大磯町一般会計補正予算（第１号） 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 欠 〇 ● ― 可決 ４

・
５23 令和４年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ― 可決

意見書案
第２号

子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を求める意見書

● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 欠 〇 〇 ― 可決 ７

○は賛成　　●は反対　　欠は欠席　　―は議長が賛否に加わっていない
＊は可否同数により議長裁決で可決とした。

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議案はこちら

全文はこちら

番号 件　名 提出者 要　旨 付　託
委員会 委員会の意見・結果

第
２
号

国民の祝日「海の日」を
7月20日に固定化する意
見書の提出を求める陳情

海事振興連盟
会長　衛藤　征士郎

現在７月の第３月曜日としてい
る「海の日」を７月20日に固定
化することを求める意見書を内
閣総理大臣に提出することを求
める。

総務
建設

不採択の立場：「海の日」を７
月20日に固定化することは国
会内でしっかり議論すべき。

不採択（不採択6）

第
３
号

子どもたちにゆたかな学
びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算
の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を
求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長
小嶋　豊綱

中学校での3５人学級実現の検討。
教科担任制の配置増など教職員
定数改善を推進。義務教育費国
庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元することを求める。

福祉
文教

採択の立場：教育現場の実情
に合った教育環境を整えるた
めにも国庫負担を２分の１に
戻す必要がある。
採択（採択3　趣旨採択2）

第
４
号

大磯町の携帯電話中継基
地局に関する陳情書

村越　史子
添田　啓子

携帯電話中継基地局周辺住民か
らの健康被害の訴えに対し、健
康被害の聞き取り調査等、町が
できる対策を取ることを求める。

総務
建設

採択の立場：メリットと同時
にリスクについても同時に研
究すべき。できるところから
進めて行くべき。

採択（採択6）

第
５
号

沖縄を「捨て石」にしな
い安全保障政策を求める
意見書の提出を求める陳
情

辺野古を止める！全国
基地引き取り緊急連絡
会　
代表者　佐々木　史世

差別的な安全保障政策をやめ、
辺野古新基地建設を断念し、普
天間基地は「本土」に引き取り
日本全体で問題解決することを
求める。

― 机上配布

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。
※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。　　　　　　　　　
　どなたでも陳情書や請願書（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。　
※提出の締め切り（９月定例会分）　８月19日（金）午後５時まで

みなさんの陳情はこうなりました

意見書を提出しました
子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善
と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求
める意見書

意見書案
第２号

　今年度から導入された小学校高学年における教科担任制は、より専門性を持った教員によるきめ
細やかな指導が行えるが、実効あるものにするためには現状の配置では不十分である。全国どこに
住んでいても、一定水準の教育を受けられることが必要である。

第210号　2022/7
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議
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審
議

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
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政
務
活
動
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議
会
報
告
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補
正
予
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一
般
質
問

報

　
　告

報 告
第３号

問
　
町
道
幹
16
号
線
の
Ｊ
Ｒ

か
ら
買
っ
た
土
地
の
塩
漬

け
状
態
が
残
念
。
こ
の
土

地
の
活
用
を
図
っ
て
ほ
し

い
が
。

答
　
公
社
か
ら
の
買
戻
し
を

し
た
後
に
、
そ
の
土
地
を

ど
う
処
分
す
る
か
は
継
続

的
に
話
を
し
て
い
く
。

問
　
令
和
２
年
度
の
雑
収
益

と
随
分
違
い
が
あ
る
が
。

答
　
令
和
２
年
度
は
下
水
道

公
共
事
業
の
関
係
で
、
広

い
面
積
の
用
地
を
貸
し
た

た
め
。 質

　
疑

　
土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
町
の
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な
土
地
を
町
が
予
算
計
上

す
る
前
に
取
得
で
き
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金
で
す
。

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ

の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を

充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手

続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
、
事
故
繰
越
し
の
２
件
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
報
告

令
和
３
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
事
業

繰越明許費
　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年間に限り繰り越し
て使用することができる。（※議会の議決が必要）

事業名 繰越額 理　　由

一
　般
　会
　計

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金給付事業 1億6,177万円

令和４年２月から対象者に通知文を送付する予定で、令和
４年１月19日に専決処分により予算化したが、年度内に事
業が完了しないため。(令和４年３月議会で議決)

放課後子どもプラン事業 199万円

放課後児童支援員等の処遇を改善するため、賃上げの効果
が継続される取組みを行うことを前提として、令和４年３
月議会補正予算にて予算化したが、年度内に事業が完了し
ないため。(令和４年３月議会で議決)

子ども・子育て支援新制度運
営事業 715万円

保育士、幼稚園教諭、保育教諭等の処遇の改善のため、賃
上げ効果が継続される取組みを行う事を前提として、令和
４年３月議会補正予算にて予算化したが、年度内に事業が
完了しないため。(令和４年３月議会で議決)

子育て世帯臨時特別給付金給
付事業 151万円

年収960万円未満世帯のゼロ歳から高校３年生までを対象
に１人につき10万円を支給するため、令和３年12月議会補
正予算及び令和３年12月17日専決処分により予算化した
が、年度内に事業が完了しないため。(令和４年３月議会
で議決)

保健衛生総務運営事業 198万円
「（仮称）第２期けんこうプラン大磯」の策定にあたり、新型
コロナウイルス感染症の状況を考慮し、再度内容を精査、検
討する必要があるため。(令和４年３月議会で議決)

新型コロナウイルスワクチン
接種事業（その２） 1億2,083万円

国の指示により、３回目の接種を令和４年9月30日までに
行うものとされており、令和３年12月議会補正予算におい
て予算化したが、年度内に事業が完了しないため。(令和
３年12月議会で議決)

学校運営事業（小学校費） 360万円
国の指示により、新型コロナウイルス感染症対策等への取
組みを各学校長判断で迅速かつ柔軟に必要経費を執行でき
るようにするため、令和４年３月議会補正予算にて予算化
したが、年度内に事業が完了しないため。(令和４年３月
議会で議決)

学校運営事業（中学校費） 360万円

事故繰越し
避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越すことができる。

事業名 繰越額 理　　由

一
般
会
計

公共建築事務事業 319万円 公共施設等総合管理計画及び第１期個別施設計画の見直し
を行ったが、両計画の改訂作業に日数を要したため。

橋りょう長寿命化修繕事業 3,347万円 西奥沢橋の仮設工（足場設置）が中日本高速道路株式会社
との車線通行規制等の協議に日数を要したため。

明治記念大磯邸園整備事業 510万円 新型コロナウイルス感染症等の影響により、必要な木材の
手配に日数を要したため。

� ※金額は、１万円未満を四捨五入

附属明細表
■公有用地明細表� 令和４年３月31日現在

資産区分
期末残高 摘　　　要

（取得年度）面積（㎡） 金額（円）
団体営農道整備事業（西小磯その１） 506.51 13,944,025 H6～H12
代替用地取得事業（国府本郷） 634.14 128,080,232 H３
町道幹16号線改良事業 2,475.80 150,000,000 H14
大磯駅前自転車駐車場等整備事業 3,689.36 325,902,739 H24
その他（５件） 750.76 70,424,005 H7～H16

合　　計 8,056.57 688,351,001 ―

報 告
第１・２号
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議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

清
田
　
文
雄

吉
川
　
重
雄

石
川
　
則
男

吉
川
　
　
諭

二
宮
加
寿
子

奥
津
　
勝
子

鈴
木
　
京
子

玉
虫
志
保
実

飯
田
　
修
司

髙
橋
　
英
俊

柴
崎
　
　
茂

鈴
木
た
ま
よ

渡
辺
　
順
子

竹
内
恵
美
子

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

20 大磯町立の中学校等の設置に関する条例の一部を
改正する条例 〇 ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 欠 ● 〇 ＊ 可決

２
・
３

21 監査委員の選任について 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ― 可決 ３
22 令和４年度大磯町一般会計補正予算（第１号） 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 欠 〇 ● ― 可決 ４

・
５23 令和４年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ― 可決

意見書案
第２号

子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を求める意見書

● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 欠 〇 〇 ― 可決 ７

○は賛成　　●は反対　　欠は欠席　　―は議長が賛否に加わっていない
＊は可否同数により議長裁決で可決とした。

議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議案はこちら

全文はこちら

番号 件　名 提出者 要　旨 付　託
委員会 委員会の意見・結果

第
２
号

国民の祝日「海の日」を
7月20日に固定化する意
見書の提出を求める陳情

海事振興連盟
会長　衛藤　征士郎

現在７月の第３月曜日としてい
る「海の日」を７月20日に固定
化することを求める意見書を内
閣総理大臣に提出することを求
める。

総務
建設

不採択の立場：「海の日」を７
月20日に固定化することは国
会内でしっかり議論すべき。

不採択（不採択6）

第
３
号

子どもたちにゆたかな学
びを保障するために、教
職員定数改善と教育予算
の増額、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充を
求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長
小嶋　豊綱

中学校での3５人学級実現の検討。
教科担任制の配置増など教職員
定数改善を推進。義務教育費国
庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元することを求める。

福祉
文教

採択の立場：教育現場の実情
に合った教育環境を整えるた
めにも国庫負担を２分の１に
戻す必要がある。
採択（採択3　趣旨採択2）

第
４
号

大磯町の携帯電話中継基
地局に関する陳情書

村越　史子
添田　啓子

携帯電話中継基地局周辺住民か
らの健康被害の訴えに対し、健
康被害の聞き取り調査等、町が
できる対策を取ることを求める。

総務
建設

採択の立場：メリットと同時
にリスクについても同時に研
究すべき。できるところから
進めて行くべき。

採択（採択6）

第
５
号

沖縄を「捨て石」にしな
い安全保障政策を求める
意見書の提出を求める陳
情

辺野古を止める！全国
基地引き取り緊急連絡
会　
代表者　佐々木　史世

差別的な安全保障政策をやめ、
辺野古新基地建設を断念し、普
天間基地は「本土」に引き取り
日本全体で問題解決することを
求める。

― 机上配布

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。
※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。　　　　　　　　　
　どなたでも陳情書や請願書（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。　
※提出の締め切り（９月定例会分）　８月19日（金）午後５時まで

みなさんの陳情はこうなりました

意見書を提出しました
子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善
と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求
める意見書

意見書案
第２号

　今年度から導入された小学校高学年における教科担任制は、より専門性を持った教員によるきめ
細やかな指導が行えるが、実効あるものにするためには現状の配置では不十分である。全国どこに
住んでいても、一定水準の教育を受けられることが必要である。
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議
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　告

報 告
第３号

問
　
町
道
幹
16
号
線
の
Ｊ
Ｒ

か
ら
買
っ
た
土
地
の
塩
漬

け
状
態
が
残
念
。
こ
の
土

地
の
活
用
を
図
っ
て
ほ
し

い
が
。

答
　
公
社
か
ら
の
買
戻
し
を

し
た
後
に
、
そ
の
土
地
を

ど
う
処
分
す
る
か
は
継
続

的
に
話
を
し
て
い
く
。

問
　
令
和
２
年
度
の
雑
収
益

と
随
分
違
い
が
あ
る
が
。

答
　
令
和
２
年
度
は
下
水
道

公
共
事
業
の
関
係
で
、
広

い
面
積
の
用
地
を
貸
し
た

た
め
。 質

　
疑

　
土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
町
の
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な
土
地
を
町
が
予
算
計
上

す
る
前
に
取
得
で
き
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金
で
す
。

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ

の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を

充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手

続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
、
事
故
繰
越
し
の
２
件
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
報
告

令
和
３
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
事
業

繰越明許費
　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年間に限り繰り越し
て使用することができる。（※議会の議決が必要）

事業名 繰越額 理　　由

一
　般
　会
　計

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金給付事業 1億6,177万円

令和４年２月から対象者に通知文を送付する予定で、令和
４年１月19日に専決処分により予算化したが、年度内に事
業が完了しないため。(令和４年３月議会で議決)

放課後子どもプラン事業 199万円

放課後児童支援員等の処遇を改善するため、賃上げの効果
が継続される取組みを行うことを前提として、令和４年３
月議会補正予算にて予算化したが、年度内に事業が完了し
ないため。(令和４年３月議会で議決)

子ども・子育て支援新制度運
営事業 715万円

保育士、幼稚園教諭、保育教諭等の処遇の改善のため、賃
上げ効果が継続される取組みを行う事を前提として、令和
４年３月議会補正予算にて予算化したが、年度内に事業が
完了しないため。(令和４年３月議会で議決)

子育て世帯臨時特別給付金給
付事業 151万円

年収960万円未満世帯のゼロ歳から高校３年生までを対象
に１人につき10万円を支給するため、令和３年12月議会補
正予算及び令和３年12月17日専決処分により予算化した
が、年度内に事業が完了しないため。(令和４年３月議会
で議決)

保健衛生総務運営事業 198万円
「（仮称）第２期けんこうプラン大磯」の策定にあたり、新型
コロナウイルス感染症の状況を考慮し、再度内容を精査、検
討する必要があるため。(令和４年３月議会で議決)

新型コロナウイルスワクチン
接種事業（その２） 1億2,083万円

国の指示により、３回目の接種を令和４年9月30日までに
行うものとされており、令和３年12月議会補正予算におい
て予算化したが、年度内に事業が完了しないため。(令和
３年12月議会で議決)

学校運営事業（小学校費） 360万円
国の指示により、新型コロナウイルス感染症対策等への取
組みを各学校長判断で迅速かつ柔軟に必要経費を執行でき
るようにするため、令和４年３月議会補正予算にて予算化
したが、年度内に事業が完了しないため。(令和４年３月
議会で議決)

学校運営事業（中学校費） 360万円

事故繰越し
避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越すことができる。

事業名 繰越額 理　　由

一
般
会
計

公共建築事務事業 319万円 公共施設等総合管理計画及び第１期個別施設計画の見直し
を行ったが、両計画の改訂作業に日数を要したため。

橋りょう長寿命化修繕事業 3,347万円 西奥沢橋の仮設工（足場設置）が中日本高速道路株式会社
との車線通行規制等の協議に日数を要したため。

明治記念大磯邸園整備事業 510万円 新型コロナウイルス感染症等の影響により、必要な木材の
手配に日数を要したため。

� ※金額は、１万円未満を四捨五入

附属明細表
■公有用地明細表� 令和４年３月31日現在

資産区分
期末残高 摘　　　要

（取得年度）面積（㎡） 金額（円）
団体営農道整備事業（西小磯その１） 506.51 13,944,025 H6～H12
代替用地取得事業（国府本郷） 634.14 128,080,232 H３
町道幹16号線改良事業 2,475.80 150,000,000 H14
大磯駅前自転車駐車場等整備事業 3,689.36 325,902,739 H24
その他（５件） 750.76 70,424,005 H7～H16

合　　計 8,056.57 688,351,001 ―

報 告
第１・２号
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問
　
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被

害
は
未
だ
法
的
な
証
明
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
日
本
弁
護

士
会
連
合
会
が
政
府
に
出
し

た
意
見
書
で
は
「
科
学
は
本

来
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
事

実
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
法

的
に
証
明
で
き
る
頃
に
は
、�

も
は
や
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
と
こ
ろ
ま
で
被
害
が
広
が�

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。」

と
し
て
子
ど
も
や
妊
婦
へ
の

予
防
的
対
応
や
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
対
策
等
を
提
言

し
て
い
る
。
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
。

答
　
ま
ず
情
報
収
集
を
行
う
。

問
　
黒
岩
公
民
館
建
設
の
進

捗
状
況
は
。

答
　
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

を
も
と
に
関
係
機
関
と
相
談

確
認
し
な
が
ら
、
地
区
と
町

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
検
討

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。
建
物
の
規
模
や
機
能
、

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
等
に
つ
い

て
地
区
に
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
地
区
と
し
て
い
つ
頃
ま

で
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

答
　
来
年
度
あ
た
り
に
は
予

算
化
を
伴
う
も
の
が
出
て
く

る
の
で
、
９
月
ぐ
ら
い
ま
で

に
具
体
的
な
構
想
が
見
え
て

こ
な
い
と
事
前
相
談
に
た
ど

り
着
け
な
い
。

国
で
は
令
和
４
年
に
女
性
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

の
習
得
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
分

野
へ
の
就
労
支
援
を
企
業
や

自
治
体
と
連
携
し
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
で
は
、

女
性
が
力
を
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
女
性
の

就
職
や
起
業
に
つ
な
げ
て
い

る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
が
ん
検
診
受
診
向
上

の
取
組
み
に
つ
い
て

〇�

物
価
高
騰
等
に
対
す
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
取

扱
い
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
町

の
雇
用
促
進
の
考
え
は
。

町
長
　
就
労
支
援
の
一
つ
と

し
て
平
塚
市
、
茅
ケ
崎
市
、

秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
二
宮

町
、
大
磯
町
の
４
市
２
町
及

び
平
塚
公
共
職
業
安
定
所
、

平
塚
商
工
会
議
所
と
企
業
合

同
就
職
面
接
会
を
実
施
し
て

お
り
、
直
近
３
年
間
で
２
名

の
雇
用
に
つ
な
が
り
、
引
き

続
き
実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
女
性
の
就
労
支
援
と
し

て
、
長
期
的
、
経
済
的
に
自

立
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
は
。

町
長
　
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

習
得
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

二宮加寿子

石川則男

女性デジタル人材の
　　　　　　　　育成は

黒岩公民館の建替え
　　　　　進捗について

スキル習得は大変貴重

実現に向け取り組む

デジタル分野の人材（女性）の年収の推移

黒岩公民館

出典：令和４年５月２日（月）内閣府男女共同参画局

（備考）厚生労働省「令和３年賃金構造基本統計調査」より作成。
一般労働者の所定内給与額と賞与その他特別給与額を年収換算した
値を示した。
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議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

６月９日・１０日に１１人の議員から２４問の質問がありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。

【文責は本人】

し
た
の
か
。

町
長
　
担
当
部
長
が
答
え
る
。

問
　
町
長
、
あ
な
た
が
契
約

を
し
た
３
月
31
日
に
、
今
ま

で
の
問
題
が
過
去
の
議
会
の

中
で
も
検
討
・
調
査
さ
れ
、

委
員
会
と
し
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
問
題
解
決
調

査
に
つ
い
て
、
町
長
へ
要
請

文
書
を
出
し
た
こ
と
が
き
ち�

っ
と
確
認
さ
れ
た
か
ら
契
約

を
し
た
の
か
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
町
民
に
対
す

る
利
用
は
、
き
ち
っ
と
で
き

た
こ
と
の
確
認
が
と
れ
た
か

ら
契
約
し
た
の
か
。

町
長
　
細
部
に
わ
た
っ
て
は
、

理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

答
弁
は
担
当
部
長
が
お
り
ま

す
の
で
と
答
え
て
い
る
。

問
　
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
の
契
約
日
は
毎
年
４
月
１

日
だ
が
、
今
回
は
３
月
31
日

に
契
約
を
し
た
。
町
長
に
問

う
、
今
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
解
決
で
き
た
か
ら
契

約
を
し
た
の
か
。

町
長
　
所
管
が
し
っ
か
り
と

し
た
経
緯
の
中
で
契
約
を
進

め
て
い
る
。

問
　
町
長
、
私
の
質
問
は
今

ま
で
の
問
題
が
解
決
し
た
か

ら
契
約
を
し
た
の
か
を
聞
い

て
い
る
。

町
長
　
な
か
な
か
に
社
協
の

問
題
は
複
雑
で
あ
り
、
担
当

課
が
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

問
　
町
長
が
契
約
し
た
の
だ
。

問
題
解
決
、
調
査
が
き
ち
ん

と
確
認
さ
れ
て
か
ら
契
約
を

吉川重雄

包括の契約は問題解決
　　　　　　したからか

細部には理解してない

問題解決？
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　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

電
磁
波
に
苦
し
む
町
民
に
ど

う
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
か
。

問
　
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被

害
は
未
だ
法
的
な
証
明
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
日
本
弁
護

士
会
連
合
会
が
政
府
に
出
し

た
意
見
書
で
は
「
科
学
は
本

来
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
事

実
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
法

的
に
証
明
で
き
る
頃
に
は
、�

も
は
や
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
と
こ
ろ
ま
で
被
害
が
広
が�

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。」

と
し
て
子
ど
も
や
妊
婦
へ
の

予
防
的
対
応
や
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
対
策
等
を
提
言

し
て
い
る
。
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
。

答
　
ま
ず
情
報
収
集
を
行
う
。

問
　
黒
岩
公
民
館
建
設
の
進

捗
状
況
は
。

答
　
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

を
も
と
に
関
係
機
関
と
相
談

確
認
し
な
が
ら
、
地
区
と
町

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
検
討

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。
建
物
の
規
模
や
機
能
、

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
等
に
つ
い

て
地
区
に
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
地
区
と
し
て
い
つ
頃
ま

で
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

答
　
来
年
度
あ
た
り
に
は
予

算
化
を
伴
う
も
の
が
出
て
く

る
の
で
、
９
月
ぐ
ら
い
ま
で

に
具
体
的
な
構
想
が
見
え
て

こ
な
い
と
事
前
相
談
に
た
ど

り
着
け
な
い
。

国
で
は
令
和
４
年
に
女
性
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

の
習
得
支
援
や
デ
ジ
タ
ル
分

野
へ
の
就
労
支
援
を
企
業
や

自
治
体
と
連
携
し
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
で
は
、

女
性
が
力
を
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
女
性
の

就
職
や
起
業
に
つ
な
げ
て
い

る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
が
ん
検
診
受
診
向
上

の
取
組
み
に
つ
い
て

〇�
物
価
高
騰
等
に
対
す
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
取

扱
い
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
町

の
雇
用
促
進
の
考
え
は
。

町
長
　
就
労
支
援
の
一
つ
と

し
て
平
塚
市
、
茅
ケ
崎
市
、

秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
二
宮

町
、
大
磯
町
の
４
市
２
町
及

び
平
塚
公
共
職
業
安
定
所
、

平
塚
商
工
会
議
所
と
企
業
合

同
就
職
面
接
会
を
実
施
し
て

お
り
、
直
近
３
年
間
で
２
名

の
雇
用
に
つ
な
が
り
、
引
き

続
き
実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
女
性
の
就
労
支
援
と
し

て
、
長
期
的
、
経
済
的
に
自

立
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
は
。

町
長
　
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

習
得
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

二宮加寿子

石川則男

女性デジタル人材の
　　　　　　　　育成は

黒岩公民館の建替え
　　　　　進捗について

スキル習得は大変貴重

実現に向け取り組む

デジタル分野の人材（女性）の年収の推移

黒岩公民館

出典：令和４年５月２日（月）内閣府男女共同参画局

（備考）厚生労働省「令和３年賃金構造基本統計調査」より作成。
一般労働者の所定内給与額と賞与その他特別給与額を年収換算した
値を示した。
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議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

町政のここが聞きたい
一 般 質 問

６月９日・１０日に１１人の議員から２４問の質問がありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。

【文責は本人】

し
た
の
か
。

町
長
　
担
当
部
長
が
答
え
る
。

問
　
町
長
、
あ
な
た
が
契
約

を
し
た
３
月
31
日
に
、
今
ま

で
の
問
題
が
過
去
の
議
会
の

中
で
も
検
討
・
調
査
さ
れ
、

委
員
会
と
し
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
問
題
解
決
調

査
に
つ
い
て
、
町
長
へ
要
請

文
書
を
出
し
た
こ
と
が
き
ち�

っ
と
確
認
さ
れ
た
か
ら
契
約

を
し
た
の
か
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
町
民
に
対
す

る
利
用
は
、
き
ち
っ
と
で
き

た
こ
と
の
確
認
が
と
れ
た
か

ら
契
約
し
た
の
か
。

町
長
　
細
部
に
わ
た
っ
て
は
、

理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

答
弁
は
担
当
部
長
が
お
り
ま

す
の
で
と
答
え
て
い
る
。

問
　
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
の
契
約
日
は
毎
年
４
月
１

日
だ
が
、
今
回
は
３
月
31
日

に
契
約
を
し
た
。
町
長
に
問

う
、
今
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
解
決
で
き
た
か
ら
契

約
を
し
た
の
か
。

町
長
　
所
管
が
し
っ
か
り
と

し
た
経
緯
の
中
で
契
約
を
進

め
て
い
る
。

問
　
町
長
、
私
の
質
問
は
今

ま
で
の
問
題
が
解
決
し
た
か

ら
契
約
を
し
た
の
か
を
聞
い

て
い
る
。

町
長
　
な
か
な
か
に
社
協
の

問
題
は
複
雑
で
あ
り
、
担
当

課
が
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

問
　
町
長
が
契
約
し
た
の
だ
。

問
題
解
決
、
調
査
が
き
ち
ん

と
確
認
さ
れ
て
か
ら
契
約
を

吉川重雄

包括の契約は問題解決
　　　　　　したからか

細部には理解してない

問題解決？



第210号　2022/7

11

議
案
審
議

補
正
予
算

報
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議
会
報
告
会

一
般
質
問

主
催
で
風
物
詩
的
な
イ
ベ
ン

ト
の
計
画
を
し
て
い
る
た
め
、

支
援
し
て
い
く
。

問
　
大
磯
コ
ネ
ク
ト
で
は
数

年
以
内
に
塗
装
工
事
等
に
数

千
万
円
の
費
用
が
か
か
る
と

思
う
が
、
ど
こ
が
負
担
す
る

の
か
。

町
長
　
10
万
円
未
満
の
小
規

模
修
繕
は
指
定
管
理
者
の
負

担
で
実
施
、
こ
れ
を
超
え
る

修
繕
費
は
町
が
負
担
す
る
。

町
民
へ
の
嫌
が
ら
せ
か

問
　
大
磯
駅
前
広
場
整
備
事

業
で
当
初
図
面
に
あ
っ
た
西

側
歩
道
を
な
ぜ
外
し
た
の
か
。

答
　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
等
を

踏
ま
え
た
上
で
計
画
が
で
き
、

計
画
に
基
づ
き
整
備
し
て
い

る
。

問
　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
へ

の
大
磯
町
の
負
担
は
な
し
と

常
々
申
さ
れ
る
が
現
在
も
維

持
管
理
費
が
生
じ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
の
減
収
分
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
維
持
管
理
費
に
町
の

負
担
が
な
い
と
は
言
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
明
治
記
念
大

磯
邸
園
の
整
備
に
向
け
、
一

部
を
除
く
計
画
区
域
の
ほ
か
、

ほ
ぼ
全
て
の
土
地
は
既
に
国

と
町
が
取
得
し
て
お
り
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
て
な
い
。

問
　
町
民
が
一
番
望
ん
で
い

る
夏
の
花
火
大
会
に
予
算
も

組
め
な
い
の
か
。

答
　
実
行
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
終
了
と
な
っ
た
が
、

花
火
大
会
と
は
別
に
協
議
会

宅
で
介
助
が
必
要
に
な
っ
た

方
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
に
相
談
し
た
が
、
１
カ
月

以
上
た
っ
て
も
み
な
し
認
定

も
で
き
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
届
か
な
い
。
氷
山
の
一

角
と
考
え
る
べ
き
。
社
協
が

機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
か
。

答
　
町
に
相
談
が
あ
れ
ば
対

応
す
る
。

問
　
町
長
は
理
事
会
の
運
営

に
介
入
し
て
い
な
い
か
。

町
長
　
一
法
人
の
理
事
会
運

営
に
町
が
関
与
す
べ
き
で
は

な
い
と
認
識
。
よ
っ
て
、
介

入
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
内
部
告
発
が
な
け
れ
ば

表
に
出
て
こ
な
い
が
、
推
認

と
言
え
る
の
で
は
。

町
長
　
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
の
全
職
員
退
職
に
よ
る
混

乱
か
ら
１
年
以
上
経
過
。
町

は
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
よ
く
な�

っ
て
い
る
と
い
う
が
、
認
識

が
甘
く
、
直
近
で
も
対
応
に

不
備
が
あ
る
た
め
町
民
が
不

安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
。

　
町
が
補
助
す
る
人
件
費
は

適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

委
託
事
業
も
含
め
、
令
和
３

年
度
決
算
は
詳
細
な
把
握
を

す
る
の
か
。

町
長
　
人
件
費
や
委
託
料
は

適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
と
認

識
す
る
。
決
算
は
人
件
費
や

委
託
料
が
適
切
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
の
上
、
必

要
に
応
じ
指
導
、
助
言
す
る
。

問
　
緊
急
入
院
の
あ
と
、
自

鈴木京子

飯田修司

大磯町社協の
　　機能低下への対策は

大磯邸園の負担なしと
　　　　　　常々申すが

必要に応じ指導・助言

負担なしと言ってない

大磯町社会福祉協議会

明治記念大磯邸園
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一
般
質
問

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
実
際
の
計
画
が
な
い
と

避
難
の
際
に
地
区
を
ま
と
め

て
い
く
こ
と
は
困
難
。
急
い

で
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
に
よ
っ
て
想
定
で

き
る
災
害
が
異
な
る
。
未
作

成
の
地
区
で
も
避
難
場
所
等

は
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
一
か
ら
作
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
す
で
に
必
要
な
情

報
は
整
理
で
き
て
い
て
そ
れ

を
ま
と
め
上
げ
る
か
な
ど
、

作
成
状
況
を
町
は
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
。
今
後
地
区
の

詳
細
把
握
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

町
内
自
給
率
の
向
上
に
つ

い
て

問
　
各
地
区
に
お
い
て
、
具

体
的
な
避
難
計
画
等
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
各
地
区
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
柄
や
特
性
が
あ
る
。

過
去
の
被
害
状
況
な
ど
、
地

区
で
把
握
し
て
い
る
情
報
を

生
か
し
、
想
定
で
き
る
被
害

に
対
応
す
る
避
難
行
動
を
ま

と
め
た
計
画
づ
く
り
に
つ
い

て
は
地
区
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
地
区
で
話
し
合
っ
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
現
時
点
で
は
、
中
丸

地
区
と
馬
場
地
区
は
作
成
済

み
、
国
府
新
宿
地
区
は
作
成

中
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

未
作
成
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

町
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取

り
ま
と
め
提
供
す
る
な
ど
、

ス
リ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
は
。

答
　
町
営
で
も
、
幼
稚
園
部

分
の
施
設
整
備
の
３
分
の
１

は
国
の
補
助
対
象
と
な
り
、

運
営
費
は
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
。
補
助
金
に
関
し
十
分
な

説
明
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

社
協
と
町
の
信
頼
に
つ
い
て

問
　
人
事
に
関
す
る
議
案
の

あ
っ
た
３
月
15
日
の
理
事
会

中
に
、
町
長
は
町
か
ら
の
理

事
に
何
回
電
話
し
た
の
か
。

町
長
　
１
回
だ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
私
は
複
数
回
と
聞
い
て

い
る
。
誤
解
を
招
く
よ
う
な

行
動
は
慎
む
べ
き
で
は
。

町
長
　
誤
解
を
招
く
行
動
は

し
て
い
な
い
。

問
　
町
立
園
の
良
さ
、
早
期

の
待
機
児
童
対
策
を
両
立
さ

せ
る
に
は
町
立
こ
ど
も
園
に

す
べ
き
だ
。
町
立
園
と
私
立

園
の
最
適
な
比
率
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

町
長
　
町
と
し
て
最
適
な
比

率
と
い
う
考
え
は
な
い
。

問
　
町
立
園
の
意
義
や
必
要

性
を
検
討
し
た
か
。

答
　
町
立
園
に
つ
い
て
は
検

討
し
た
。
民
営
化
に
つ
い
て

は
総
合
的
に
判
断
し
た
。

問
　
総
合
的
と
言
う
が
、
民

営
化
に
す
る
理
由
は
費
用
面

以
外
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
費
用
面
は
大
き
い
。

問
　
施
設
整
備
と
運
営
の
費

用
が
１
０
０
％
町
の
負
担
に

な
る
と
説
明
し
て
き
た
。
ミ

鈴木たまよ

吉川諭

地区の避難計画を
　　　　把握しているか

新認定こども園
　　　町立にすべきでは

詳細把握を努めたい

民営化は総合的に判断

民営こども園化が決まった大磯幼稚園

過去から学ぶことも大切
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般
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主
催
で
風
物
詩
的
な
イ
ベ
ン

ト
の
計
画
を
し
て
い
る
た
め
、

支
援
し
て
い
く
。

問
　
大
磯
コ
ネ
ク
ト
で
は
数

年
以
内
に
塗
装
工
事
等
に
数

千
万
円
の
費
用
が
か
か
る
と

思
う
が
、
ど
こ
が
負
担
す
る

の
か
。

町
長
　
10
万
円
未
満
の
小
規

模
修
繕
は
指
定
管
理
者
の
負

担
で
実
施
、
こ
れ
を
超
え
る

修
繕
費
は
町
が
負
担
す
る
。

町
民
へ
の
嫌
が
ら
せ
か

問
　
大
磯
駅
前
広
場
整
備
事

業
で
当
初
図
面
に
あ
っ
た
西

側
歩
道
を
な
ぜ
外
し
た
の
か
。

答
　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
等
を

踏
ま
え
た
上
で
計
画
が
で
き
、

計
画
に
基
づ
き
整
備
し
て
い

る
。

問
　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
へ

の
大
磯
町
の
負
担
は
な
し
と

常
々
申
さ
れ
る
が
現
在
も
維

持
管
理
費
が
生
じ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
の
減
収
分
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
維
持
管
理
費
に
町
の

負
担
が
な
い
と
は
言
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
明
治
記
念
大

磯
邸
園
の
整
備
に
向
け
、
一

部
を
除
く
計
画
区
域
の
ほ
か
、

ほ
ぼ
全
て
の
土
地
は
既
に
国

と
町
が
取
得
し
て
お
り
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
て
な
い
。

問
　
町
民
が
一
番
望
ん
で
い

る
夏
の
花
火
大
会
に
予
算
も

組
め
な
い
の
か
。

答
　
実
行
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
終
了
と
な
っ
た
が
、

花
火
大
会
と
は
別
に
協
議
会

宅
で
介
助
が
必
要
に
な
っ
た

方
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
に
相
談
し
た
が
、
１
カ
月

以
上
た
っ
て
も
み
な
し
認
定

も
で
き
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
届
か
な
い
。
氷
山
の
一

角
と
考
え
る
べ
き
。
社
協
が

機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
か
。

答
　
町
に
相
談
が
あ
れ
ば
対

応
す
る
。

問
　
町
長
は
理
事
会
の
運
営

に
介
入
し
て
い
な
い
か
。

町
長
　
一
法
人
の
理
事
会
運

営
に
町
が
関
与
す
べ
き
で
は

な
い
と
認
識
。
よ
っ
て
、
介

入
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
内
部
告
発
が
な
け
れ
ば

表
に
出
て
こ
な
い
が
、
推
認

と
言
え
る
の
で
は
。

町
長
　
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ�

ー
の
全
職
員
退
職
に
よ
る
混

乱
か
ら
１
年
以
上
経
過
。
町

は
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
よ
く
な�

っ
て
い
る
と
い
う
が
、
認
識

が
甘
く
、
直
近
で
も
対
応
に

不
備
が
あ
る
た
め
町
民
が
不

安
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
。

　
町
が
補
助
す
る
人
件
費
は

適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

委
託
事
業
も
含
め
、
令
和
３

年
度
決
算
は
詳
細
な
把
握
を

す
る
の
か
。

町
長
　
人
件
費
や
委
託
料
は

適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
と
認

識
す
る
。
決
算
は
人
件
費
や

委
託
料
が
適
切
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
の
上
、
必

要
に
応
じ
指
導
、
助
言
す
る
。

問
　
緊
急
入
院
の
あ
と
、
自

鈴木京子

飯田修司

大磯町社協の
　　機能低下への対策は

大磯邸園の負担なしと
　　　　　　常々申すが

必要に応じ指導・助言

負担なしと言ってない

大磯町社会福祉協議会

明治記念大磯邸園
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一
般
質
問

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
実
際
の
計
画
が
な
い
と

避
難
の
際
に
地
区
を
ま
と
め

て
い
く
こ
と
は
困
難
。
急
い

で
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
に
よ
っ
て
想
定
で

き
る
災
害
が
異
な
る
。
未
作

成
の
地
区
で
も
避
難
場
所
等

は
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
一
か
ら
作
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
す
で
に
必
要
な
情

報
は
整
理
で
き
て
い
て
そ
れ

を
ま
と
め
上
げ
る
か
な
ど
、

作
成
状
況
を
町
は
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
。
今
後
地
区
の

詳
細
把
握
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

町
内
自
給
率
の
向
上
に
つ

い
て

問
　
各
地
区
に
お
い
て
、
具

体
的
な
避
難
計
画
等
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
各
地
区
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
柄
や
特
性
が
あ
る
。

過
去
の
被
害
状
況
な
ど
、
地

区
で
把
握
し
て
い
る
情
報
を

生
か
し
、
想
定
で
き
る
被
害

に
対
応
す
る
避
難
行
動
を
ま

と
め
た
計
画
づ
く
り
に
つ
い

て
は
地
区
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
地
区
で
話
し
合
っ
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
現
時
点
で
は
、
中
丸

地
区
と
馬
場
地
区
は
作
成
済

み
、
国
府
新
宿
地
区
は
作
成

中
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

未
作
成
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

町
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取

り
ま
と
め
提
供
す
る
な
ど
、

ス
リ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
は
。

答
　
町
営
で
も
、
幼
稚
園
部

分
の
施
設
整
備
の
３
分
の
１

は
国
の
補
助
対
象
と
な
り
、

運
営
費
は
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
。
補
助
金
に
関
し
十
分
な

説
明
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

社
協
と
町
の
信
頼
に
つ
い
て

問
　
人
事
に
関
す
る
議
案
の

あ
っ
た
３
月
15
日
の
理
事
会

中
に
、
町
長
は
町
か
ら
の
理

事
に
何
回
電
話
し
た
の
か
。

町
長
　
１
回
だ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
私
は
複
数
回
と
聞
い
て

い
る
。
誤
解
を
招
く
よ
う
な

行
動
は
慎
む
べ
き
で
は
。

町
長
　
誤
解
を
招
く
行
動
は

し
て
い
な
い
。

問
　
町
立
園
の
良
さ
、
早
期

の
待
機
児
童
対
策
を
両
立
さ

せ
る
に
は
町
立
こ
ど
も
園
に

す
べ
き
だ
。
町
立
園
と
私
立

園
の
最
適
な
比
率
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

町
長
　
町
と
し
て
最
適
な
比

率
と
い
う
考
え
は
な
い
。

問
　
町
立
園
の
意
義
や
必
要

性
を
検
討
し
た
か
。

答
　
町
立
園
に
つ
い
て
は
検

討
し
た
。
民
営
化
に
つ
い
て

は
総
合
的
に
判
断
し
た
。

問
　
総
合
的
と
言
う
が
、
民

営
化
に
す
る
理
由
は
費
用
面

以
外
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
費
用
面
は
大
き
い
。

問
　
施
設
整
備
と
運
営
の
費

用
が
１
０
０
％
町
の
負
担
に

な
る
と
説
明
し
て
き
た
。
ミ

鈴木たまよ

吉川諭

地区の避難計画を
　　　　把握しているか

新認定こども園
　　　町立にすべきでは

詳細把握を努めたい

民営化は総合的に判断

民営こども園化が決まった大磯幼稚園

過去から学ぶことも大切



第210号　2022/7

13

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
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情
・
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書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

支
援
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご

要
望
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問
　
移
住
・
定
住
の
取
組
み

に
つ
い
て
空
き
家
対
策
も
重

要
な
も
の
と
な
る
が
。

答
　
昨
年
実
施
し
た
空
き
家

物
件
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
、
民
間
の
不
動
産
業
者
と

契
約
し
空
き
家
と
思
わ
れ
る

物
件
と
し
て
、
４
７
３
件
確

認
し
た
。
こ
の
情
報
を
受
け

利
活
用
に
関
す
る
調
査
を
行 

っ
た
。

問
　
空
き
家
は
、
移
住
・
定

住
の
お
試
し
住
宅
に
も
役
割

を
果
た
す
と
思
う
が
。

答
　
さ
ら
に
実
態
調
査
を
進

め
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
進
め
て
い
く
。

問
　
自
然
増
減
の
差
を
な
く

す
と
い
う
こ
と
が
人
口
減
に

対
し
重
要
な
こ
と
。
移
住
・

定
住
促
進
活
動
に
関
す
る
協

定
を
結
ん
だ
（
一
社
）
海
鈴

大
磯
と
の
令
和
３
年
度
の
具

体
的
な
活
動
は
。

答
　
県
主
催
の
「
移
住
セ
ミ

ナ
ー
」
や
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
行
っ
た
「
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
」
に
一
緒
に
参

加
し
た
。
他
に
町
で
は
、
移

住
支
援
総
合
窓
口
を
政
策
課

の
窓
口
に
設
置
を
し
た
。

問
　
今
後
の
町
の
移
住
・
定

住
対
策
の
考
え
は
。

答
　
さ
ら
な
る
事
業
の
展
開

に
海
鈴
大
磯
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
は
必
要
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
る
。
活
動
に
必
要
な

分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
話
し

合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

自
分
の
中
で
考
え
合
わ
せ
な

が
ら
合
意
形
成
の
形
を
想
定

し
、
意
思
決
定
を
す
る
課
程

を
大
切
に
し
て
、
社
会
参
加

に
つ
な
げ
て
い
く
と
理
解
し

て
い
る
。
単
発
的
で
は
な
く

継
続
的
か
つ
系
統
的
に
授
業

を
と
お
し
て
子
ど
も
た
ち
に

政
治
的
教
養
が
育
ま
れ
て
い

く
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
自

治
基
本
条
例
を
子
ど
も
た
ち

に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

答
　
わ
た
し
た
ち
の
大
磯
に

掲
載
し
続
け
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
に
は
周
知
で
き

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
大
磯
町
の
小
中
学
校
で

は
ど
の
よ
う
な
政
治
的
教
養

を
育
む
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
今
後
は
ど
の
よ
う

な
実
践
を
行
う
の
か
。

教
育
長
　
何
か
問
題
が
社
会

で
起
こ
る
た
び
に
「
何
々
教

育
を
学
校
に
」
と
求
め
ら
れ

る
。
学
校
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
家
庭
や
地
域
で
の
取
り

組
み
も
非
常
に
重
要
。
町
立

小
中
学
校
で
は
、
国
や
県
の

方
針
に
基
づ
き
、
政
治
そ
の

も
の
の
仕
組
み
や
政
策
に
つ

い
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
児

童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
、
自
分
の
身
の
回
り
や
住

ん
で
い
る
町
な
ど
の
身
近
な

問
題
か
ら
現
実
社
会
に
お
け

る
社
会
的
な
問
題
ま
で
、
自

清田文雄

玉虫志保実

町の移住・定住の
　　　　　　　取組みは

自治基本条例に
　　　授業では触れるか

移住支援窓口を開設

社会科の副読本に掲載

社会科副読本「わたしたちの大磯」

「ふるさと回帰支援センター大磯」のパンフ
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政
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費

議
会
報
告
会

一
般
質
問

て
感
動
を
分
か
ち
合
う
人
の

心
を
大
切
に
し
た
い
。

教
育
長
　
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
空
調
設
備
の
更
新
で
郷
土

資
料
館
の
展
示
環
境
が
大
き

く
向
上
し
、
こ
れ
ま
で
避
け

て
き
た
美
術
資
料
の
展
示
が

可
能
に
な
っ
た
。
大
磯
ゆ
か

り
の
文
化
、
芸
術
の
魅
力
を

広
く
町
内
外
に
発
信
し
た
い
。

問
　
拠
点
と
な
る
郷
土
資
料

館
の
有
効
活
用
や
技
術
的
な

支
援
の
考
え
は
。

答
　
展
示
の
ほ
か
文
化
資
源

が
町
外
に
散
逸
し
な
い
よ
う
、

必
要
に
応
じ
た
資
料
の
保
存

や
保
護
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
大
磯
町
地
球
温
暖
化
対
策

〇
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ロ
シ
ア
侵
攻
の
影

響
で
人
々
の
生
活
が
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
大
事
な
こ

と
は
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
は
も
と
よ
り
、
他
に
は

な
い
大
磯
町
の
価
値
を
大
切

に
育
て
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　
郷
土
資
料
館
で
開
催
し
た

「
堀
文
子
と
大
磯
」
や
町
内

６
会
場
を
巡
る
「
高
田
保
雄

展
」
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

町
が
も
つ
文
化
の
発
信
力
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
画
家
で
は
ほ
か
に
安

田
靫
彦
、
山
本
丘
人
、
加
山

又
造
、
三
岸
節
子
や
写
真
家

の
濱
谷
浩
も
大
磯
に
居
を
構

え
た
。
文
化
芸
術
を
と
お
し

年
度
か
ら
補
助
率
が
３
分
の

１
か
ら
２
分
の
１
に
。
校
舎

と
体
育
館
の
整
備
を
一
体
化

に
捉
え
て
検
討
す
る
。

問
　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
４
校
及

び
幼
稚
園
２
園
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
、
小
中
学
校
に
は

全
熱
交
換
器
整
備
の
空
調
機

等
を
採
用
し
て
い
る
。

問
　
地
球
温
暖
化
や
環
境
問

題
へ
の
取
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
環
境
負
荷
に
貢
献

す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
教

育
に
も
活
用
。
先
進
事
例
を

参
考
に
町
の
自
然
環
境
を
生

か
し
た
取
組
み
を
行
い
た
い
。

問
　
小
・
中
学
校
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
本
町
で

は
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
計
画
策
定
と

取
組
み
の
加
速
を
要
請
し
て

い
る
が
、
現
状
は
。

教
育
長
　
車
い
す
利
用
者
の

ト
イ
レ
は
、
校
舎
内
は
小
中

学
校
４
校
す
べ
て
整
備
済
み
。

中
学
校
２
校
の
体
育
館
内
は

未
整
備
。
ス
ロ
ー
プ
等
に
よ

る
段
差
解
消
は
、
不
十
分
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
大
磯
小

学
校
の
み
整
備
済
み
。

問
　
国
の
財
政
支
援
は
。

教
育
長
　
国
庫
補
助
と
し
て

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

が
あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
加
速
す
る
た
め
、
令
和
３

渡辺順子

奥津勝子

コロナ後の町づくり
　　　　　大事な視点は

教育環境については

文化芸術に感動する心

環境整備を図っていく

教育環境への取組みの一例

開催された展示会の案内

エレベーター

太陽光パネル
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」
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

町
が
も
つ
文
化
の
発
信
力
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
画
家
で
は
ほ
か
に
安

田
靫
彦
、
山
本
丘
人
、
加
山

又
造
、
三
岸
節
子
や
写
真
家

の
濱
谷
浩
も
大
磯
に
居
を
構

え
た
。
文
化
芸
術
を
と
お
し

年
度
か
ら
補
助
率
が
３
分
の

１
か
ら
２
分
の
１
に
。
校
舎

と
体
育
館
の
整
備
を
一
体
化

に
捉
え
て
検
討
す
る
。

問
　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
４
校
及

び
幼
稚
園
２
園
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
、
小
中
学
校
に
は

全
熱
交
換
器
整
備
の
空
調
機

等
を
採
用
し
て
い
る
。

問
　
地
球
温
暖
化
や
環
境
問

題
へ
の
取
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
環
境
負
荷
に
貢
献

す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
教

育
に
も
活
用
。
先
進
事
例
を

参
考
に
町
の
自
然
環
境
を
生

か
し
た
取
組
み
を
行
い
た
い
。

問
　
小
・
中
学
校
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
本
町
で

は
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
計
画
策
定
と

取
組
み
の
加
速
を
要
請
し
て

い
る
が
、
現
状
は
。

教
育
長
　
車
い
す
利
用
者
の

ト
イ
レ
は
、
校
舎
内
は
小
中

学
校
４
校
す
べ
て
整
備
済
み
。

中
学
校
２
校
の
体
育
館
内
は

未
整
備
。
ス
ロ
ー
プ
等
に
よ

る
段
差
解
消
は
、
不
十
分
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
大
磯
小

学
校
の
み
整
備
済
み
。

問
　
国
の
財
政
支
援
は
。

教
育
長
　
国
庫
補
助
と
し
て

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

が
あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
加
速
す
る
た
め
、
令
和
３

渡辺順子

奥津勝子

コロナ後の町づくり
　　　　　大事な視点は

教育環境については

文化芸術に感動する心

環境整備を図っていく

教育環境への取組みの一例

開催された展示会の案内

エレベーター

太陽光パネル



15
第210号　2022/7

議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
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見
書

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

議会報告会を開催
たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。

　
５
月
14
日
（
土
曜
日
）、
本
庁
舎
４
階
第
１
委
員
会
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
議
会
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
、
午
後
の
２
回
開
催
し
、
会
場
参
加
者
20
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
10

名
（
と
も
に
午
前
、
午
後
合
計
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
審
査
の
報
告
に
加
え
、
事
前
質
問
へ
の
回
答
を
行
い
、
数
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
内
容
を
整
理
し
、
議
会
自
ら

取
り
組
む
べ
き
項
目
は
議
会
内
で
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

主
な
質
疑
内
容

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

問
　
町
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
。
町
の
説
明
が

不
十
分
と
言
わ
れ
て
い
る

が
。

答
　
町
が
行
っ
て
き
た
の
は

パ
ブ
コ
メ
と
ア
ン
ケ
ー
ト

が
主
な
の
で
、
多
様
な
手

法
を
使
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
自
治
基
本

条
例
の
見
直
し
も
始
ま
っ

て
い
る
の
で
注
目
し
て
欲

し
い
。

給
食
・
社
協
に
つ
い
て

給
食
・
社
協
に
つ
い
て

問
　
中
学
校
給
食
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
責
任
は
誰
が

と
っ
た
の
か
。
庁
舎
よ
り

給
食
の
方
が
大
事
で
は
な

い
の
か
。
社
協
は
不
明
瞭

な
点
が
多
い
。
区
長
会
や

役
場
か
ら
も
理
事
が
出
て

い
る
。
も
う
少
し
突
っ
込

ん
だ
話
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
給
食
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
白
紙
に
し
た
が
、
政
策

決
定
を
白
紙
に
し
た
の
で

は
な
い
。
社
協
に
つ
い
て

は
、
決
算
も
町
の
資
料
と

社
協
の
資
料
に
齟そ

齬ご

が

あ
っ
た
。
議
会
で
は
昨
年
、

議
員
の
一
般
質
問
や
常
任

委
員
会
の
閉
会
中
の
審
査

も
し
た
。
議
会
は
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
き
た
。

駅
前
整
備
に
つ
い
て

駅
前
整
備
に
つ
い
て

問
　
駅
前
の
土
地
の
買
収
に

つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と

民
間
に
売
ら
れ
る
心
配
は

な
い
か
。

答
　
民
間
に
売
ら
れ
る
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、

売
却
価
格
の
違
い
か
ら
民

間
に
売
ら
れ
る
可
能
性
は

少
な
い
と
考
え
る
。
　

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

問
　
10
月
か
ら
医
療
費
負
担

が
２
割
に
な
る
こ
の
件
に

つ
い
て
、
陳
情
は
出
さ
れ

て
な
い
が
、
予
算
特
別
委

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
報
告

会
の
あ
り
方
と
し
て
、
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
で

行
っ
て
き
た
こ
の
形
も
、
だ

い
ぶ
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継

続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
質
問
・

要
望
等
は
、
新
庁
舎
・
駅
前

整
備
・
社
協
・
給
食
問
題
と

町
民
の
皆
様
が
心
配
、
ま
た
、

気
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
議
会
と
し
て
も
、

皆
様
の
ご
要
望
や
ご
意
見
に

沿
え
る
よ
う
、
各
委
員
会
や

質
問
の
機
会
を
通
じ
、
町
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
次
回
の
議
会
報
告
会
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
を
理
解
し
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
結
果
の
よ
う
だ

が
。

答
　
議
会
で
は
、
こ
の
件
を

質
問
し
た
。
後
期
高
齢
者

医
療
費
の
保
険
料
は
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

決
め
て
い
る
も
の
で
、
町

の
議
決
で
は
な
い
。

事
前
質
問
へ
回
答

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
津
波
対
策
・
候
補
地
の

問
題
・
建
替
え
の
可
否
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
。

答
　
建
替
え
は
決
定
。
基
本

構
想
が
ま
と
ま
り
、
実
施

設
計
へ
と
進
ん
で
い
く
が
、

議
会
と
し
て
は
要
望
を
い

た
だ
い
た
も
の
は
、
委
員

会
等
で
丁
寧
に
町
へ
伝
え

て
い
き
た
い
。

駅
前
整
備
に
つ
い
て

駅
前
整
備
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
　
３
月
議
会
で
、
駅
前
整

備
計
画
の
予
算
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
は

整
備
計
画
を
精
査
し
、
議

会
に
再
提
案
し
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　（
そ
の
後
、
６
月
議
会
の

補
正
予
算
に
て
再
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。）
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議
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報
告
会

政
務
活
動
費

令和３年度 政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万
円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払った
ことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 収入額
（交付額）

支　　　　出　　　　額
収支差引額
（残余額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 120,000 32,870 19,988 1,892 54,750 65,250

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナーほか）②新聞購読料・
行政情報コピー代④筆記具
代ほか

石川　則男 120,000 82,020 66,953 148,973 0

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナーほか）②書籍購入費・
会議録代ほか

奥津　勝子 120,000 64,520 50,400 9,884 124,804 0

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②新聞購読料④イン
ク・用紙代

鈴木　京子 120,000 46,658 108,916 155,574 0
②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか
③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 32,160 47,350 16,245 95,755 24,245

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②新聞購読料・書籍
購入・行政情報コピー代
③広報紙発行費

清田　文雄 120,000 92,348 92,348 27,652 ②書籍購入・会議録代・新聞購読料

髙橋　英俊 120,000 35,000 35,000 85,000 ①研修会参加負担金（地方議員研究会セミナー）

竹内恵美子 120,000 32,893 132,453 165,346 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 32,360 26,713 192,984 252,057 0

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②書籍購入費・行政
情報コピー代ほか③広報紙
発行費

二宮加寿子 120,000 34,884 84,604 2,112 121,600 0

①旅費、研修会参加負担金
（地方議員研究会セミナー）
②新聞購読料・会議録代ほ
か④会議ノート、文具代ほ
か

吉川　　諭 120,000 48,636 11,900 18,595 79,131 40,869

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー、Ｗｅｂセミナーほか）
②書籍購入費・行政情報コ
ピー代③広報紙発行費

吉川　重雄 120,000 46,830 172,942 219,772 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 93,600 28,083 121,683 0
①研修参加負担金（図書館
総合研究所Ｗｅｂセミナー
ほか）②書籍購入費ほか

※掲載は50音順です。
※�柴崎茂議員は、都合につき未提出です。
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　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会

議会報告会を開催
たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。

　
５
月
14
日
（
土
曜
日
）、
本
庁
舎
４
階
第
１
委
員
会
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
議
会
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
、
午
後
の
２
回
開
催
し
、
会
場
参
加
者
20
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
10

名
（
と
も
に
午
前
、
午
後
合
計
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
審
査
の
報
告
に
加
え
、
事
前
質
問
へ
の
回
答
を
行
い
、
数
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
内
容
を
整
理
し
、
議
会
自
ら

取
り
組
む
べ
き
項
目
は
議
会
内
で
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

主
な
質
疑
内
容

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

問
　
町
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
。
町
の
説
明
が

不
十
分
と
言
わ
れ
て
い
る

が
。

答
　
町
が
行
っ
て
き
た
の
は

パ
ブ
コ
メ
と
ア
ン
ケ
ー
ト

が
主
な
の
で
、
多
様
な
手

法
を
使
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
自
治
基
本

条
例
の
見
直
し
も
始
ま
っ

て
い
る
の
で
注
目
し
て
欲

し
い
。

給
食
・
社
協
に
つ
い
て

給
食
・
社
協
に
つ
い
て

問
　
中
学
校
給
食
は
中
止
に

な
っ
た
が
、
責
任
は
誰
が

と
っ
た
の
か
。
庁
舎
よ
り

給
食
の
方
が
大
事
で
は
な

い
の
か
。
社
協
は
不
明
瞭

な
点
が
多
い
。
区
長
会
や

役
場
か
ら
も
理
事
が
出
て

い
る
。
も
う
少
し
突
っ
込

ん
だ
話
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
給
食
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
白
紙
に
し
た
が
、
政
策

決
定
を
白
紙
に
し
た
の
で

は
な
い
。
社
協
に
つ
い
て

は
、
決
算
も
町
の
資
料
と

社
協
の
資
料
に
齟そ

齬ご

が

あ
っ
た
。
議
会
で
は
昨
年
、

議
員
の
一
般
質
問
や
常
任

委
員
会
の
閉
会
中
の
審
査

も
し
た
。
議
会
は
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
き
た
。

駅
前
整
備
に
つ
い
て

駅
前
整
備
に
つ
い
て

問
　
駅
前
の
土
地
の
買
収
に

つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と

民
間
に
売
ら
れ
る
心
配
は

な
い
か
。

答
　
民
間
に
売
ら
れ
る
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、

売
却
価
格
の
違
い
か
ら
民

間
に
売
ら
れ
る
可
能
性
は

少
な
い
と
考
え
る
。
　

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

問
　
10
月
か
ら
医
療
費
負
担

が
２
割
に
な
る
こ
の
件
に

つ
い
て
、
陳
情
は
出
さ
れ

て
な
い
が
、
予
算
特
別
委

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
報
告

会
の
あ
り
方
と
し
て
、
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
で

行
っ
て
き
た
こ
の
形
も
、
だ

い
ぶ
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継

続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
質
問
・

要
望
等
は
、
新
庁
舎
・
駅
前

整
備
・
社
協
・
給
食
問
題
と

町
民
の
皆
様
が
心
配
、
ま
た
、

気
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
議
会
と
し
て
も
、

皆
様
の
ご
要
望
や
ご
意
見
に

沿
え
る
よ
う
、
各
委
員
会
や

質
問
の
機
会
を
通
じ
、
町
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
次
回
の
議
会
報
告
会
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
を
理
解
し
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
結
果
の
よ
う
だ

が
。

答
　
議
会
で
は
、
こ
の
件
を

質
問
し
た
。
後
期
高
齢
者

医
療
費
の
保
険
料
は
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

決
め
て
い
る
も
の
で
、
町

の
議
決
で
は
な
い
。

事
前
質
問
へ
回
答

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
津
波
対
策
・
候
補
地
の

問
題
・
建
替
え
の
可
否
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
。

答
　
建
替
え
は
決
定
。
基
本

構
想
が
ま
と
ま
り
、
実
施

設
計
へ
と
進
ん
で
い
く
が
、

議
会
と
し
て
は
要
望
を
い

た
だ
い
た
も
の
は
、
委
員

会
等
で
丁
寧
に
町
へ
伝
え

て
い
き
た
い
。

駅
前
整
備
に
つ
い
て

駅
前
整
備
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
　
３
月
議
会
で
、
駅
前
整

備
計
画
の
予
算
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
は

整
備
計
画
を
精
査
し
、
議

会
に
再
提
案
し
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　（
そ
の
後
、
６
月
議
会
の

補
正
予
算
に
て
再
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。）
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議
案
審
議

補
正
予
算

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費

令和３年度 政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万
円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払った
ことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 収入額
（交付額）

支　　　　出　　　　額
収支差引額
（残余額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 120,000 32,870 19,988 1,892 54,750 65,250

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナーほか）②新聞購読料・
行政情報コピー代④筆記具
代ほか

石川　則男 120,000 82,020 66,953 148,973 0

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナーほか）②書籍購入費・
会議録代ほか

奥津　勝子 120,000 64,520 50,400 9,884 124,804 0

①旅費・研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②新聞購読料④イン
ク・用紙代

鈴木　京子 120,000 46,658 108,916 155,574 0
②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか
③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 32,160 47,350 16,245 95,755 24,245

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②新聞購読料・書籍
購入・行政情報コピー代
③広報紙発行費

清田　文雄 120,000 92,348 92,348 27,652 ②書籍購入・会議録代・新聞購読料

髙橋　英俊 120,000 35,000 35,000 85,000 ①研修会参加負担金（地方議員研究会セミナー）

竹内恵美子 120,000 32,893 132,453 165,346 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 120,000 32,360 26,713 192,984 252,057 0

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー）②書籍購入費・行政
情報コピー代ほか③広報紙
発行費

二宮加寿子 120,000 34,884 84,604 2,112 121,600 0

①旅費、研修会参加負担金
（地方議員研究会セミナー）
②新聞購読料・会議録代ほ
か④会議ノート、文具代ほ
か

吉川　　諭 120,000 48,636 11,900 18,595 79,131 40,869

①旅費、研修会参加負担
金（町村議会議員特別セミ
ナー、Ｗｅｂセミナーほか）
②書籍購入費・行政情報コ
ピー代③広報紙発行費

吉川　重雄 120,000 46,830 172,942 219,772 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 93,600 28,083 121,683 0
①研修参加負担金（図書館
総合研究所Ｗｅｂセミナー
ほか）②書籍購入費ほか

※掲載は50音順です。
※�柴崎茂議員は、都合につき未提出です。
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【
編
集
後
記
】

笑
顔
シ
リ
ー
ズ

仲
良
し
３
人
組

　
６
月
の
休
日
、
松
原
公
園

で
行
わ
れ
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク 

ル
の
蚤
の
市
「
ダ
イ
ノ
ワ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
の
一
コ
マ
で
す
。

　
日
ご
ろ
、
神
社
の
清
掃
や

ま
つ
り
の
手
伝
い
な
ど
、
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
お
父

さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
り
、

若
者
か
ら
高
齢
者
の
方
も
加

わ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ー
ル
を
片

手
に
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ャ
ツ
や

パ
ン
ツ
で
写
真
に
収
ま
っ
た

男
の
子
た
ち
は
、
私
塾
ま
き

ば
に
通
う
仲
良
し
３
人
組
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
た
ま
た
ま
出

会
っ
た
そ
う
で
す
が
、
か
わ

い
い
笑
顔
か
ら
３
人
の
仲
の

良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

６月20日、28日に
普通救命講習を受講しました。

議会スナップ

3
月

　
24
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
29
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
月

　
８
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
14
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
15
日
　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

５
月

　
11
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
14
日
　
議
会
報
告
会

　
16
日
　
議
会
運
営
委
員
会
／
議
員
全
員
協
議
会

　
18
日
　�

総
務
建
設
常
任
委
員
会
／
総
務
建
設
常

任
委
員
会
協
議
会

　
20
日
　�

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
／
福
祉
文
教
常

任
委
員
会
協
議
会

　
26
日
　�

議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会

６
月

　
２
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

　
６
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
７
日
　�

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
／
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

　
９
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
10
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
16
日
　
議
員
全
員
協
議
会
／
議
会
運
営
委
員
会

　
17
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

議
会
の
う
ご
き

９月定例会本会議
８月 30 日（火）　　議案上程等
９月６日（火）　　総括質疑

８日（木）　　一般質問
９日（金）　　一般質問
30 日（金）　　委員長報告等

決算特別委員会
９月 12日（月）

13日（火）
15日（木）
16日（金）

　決算特別委員会の詳細は、決まり次第、
議会ホームページでお知らせします。

議
会

だ
よ

り
発

行
／

大
磯

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
255-8555　

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

1
8

3
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今
年
は
例
年
よ
り
３
週
間

ほ
ど
早
く
梅
雨
が
明
け
ま
し

た
。
こ
れ
も
気
候
変
動
の
影

響
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
こ
こ
数
年
お

祭
り
や
海
開
き
も
自
粛
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
規

模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
、
コ

ロ
ナ
前
の
賑
や
か
な
大
磯
の

夏
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
あ
と
ひ
と
月
ほ
ど
す
る
と

９
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。

９
月
議
会
は
、
決
算
審
議
が

あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い

内
容
に
な
る
よ
う
、
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
発
行
責
任
者
】

議
　
　
長
　
　
竹
内
恵
美
子

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長
　
　
玉
虫
志
保
実

副
委
員
長
　
　
石
川
　
則
男

委
　
　
員
　
　
奥
津
　
勝
子

　
　
　
　
　
　
飯
田
　
修
司

　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
鈴
木
た
ま
よ

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長
　
　
清
田
　
文
雄
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